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井上 雅晴 （日高病院 泌尿器科）
70歳,男性.糖尿病発症のため,膵臓の精査目的 CTで
右腎腫瘍を指摘された. 右腎癌 T1aN0M0 (腫瘍径 31×
27mm)の診断にて 2008年 5月,右腎部分切除術を施行.
病理結果は淡明細胞型腎細胞癌であった. 術後経過観察
中, 2010年 11月 CTで右腎に直径 8 mmの腫瘍を認め
同側腎再発が疑われた. 2011年 11月の CTで同腫瘍は
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対象症例の平均年齢は 57.3 (38-79) 歳. 平均腫瘍径は
18.8(11-26)mm,平均手術時間は 294.9 (203-364)分,平均
出血量は 58.5 (少量-185)ml,平均腎動脈阻血時間は 55.7
(30-92)分であった.
明らかな術中,術後合併症は認めなかった.対象症例
の腎機能について術前と比べて透析が必要となる (一時
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